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段
階
の
方
が
２
名
で
あ
る
。

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
　

　 

予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄

附
金
の
採
納
実
績
は
。

Ａ
　
個
人
と
団
体
を
合
わ
せ
て

５
千
８
９
７
万
７
千
９
１
３
円

で
あ
る
。

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
今
回
の
低
所
得
の
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

は
、ひ
と
り
親
世
帯
以
外
に
も

支
給
対
象
者
な
ど
が
拡
大
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
　
国
が
４
月
末
に
公
表
し
た

案
で
は
、令
和
３
年
４
月
分
の

児
童
手
当
、ま
た
は
特
別
児
童

５月臨時会
５月１８日

主
な
議
案
審
議

◆
令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

　
会
計
補
正
予
算（
専
決
処
分
）

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
収
入
減
に

伴
う
介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ

い
て
の
人
数
と
介
護
保
険
料
段

階
別
の
内
訳
は
。

Ａ
　
令
和
３
年
３
月
末
現
在
で

38
名
と
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ら

の
方
の
介
護
保
険
料
段
階
別
の

内
訳
は
、第
１
段
階
の
方
が
５

名
、第
２
段
階
の
方
が
２
名
、第

３
段
階
の
方
が
３
名
、第
４
段

階
の
方
が
６
名
、第
５
段
階
の

方
が
３
名
、第
６
段
階
の
方
が

７
名
、第
７
段
階
の
方
が
８
名
、

第
８
段
階
の
方
が
２
名
、第
９

扶
養
手
当
の
受
給
者
で
住
民
税

非
課
税
の
方
、18
歳
以
下
の
児

童
の
養
育
者
の
う
ち
令
和
３
年

度
分
の
住
民
税
非
課
税
の
方
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

し
、令
和
３
年
度
の
住
民
税
が

非
課
税
で
あ
る
方
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
を

対
象
と
す
る
な
ど
、ひ
と
り
親

世
帯
に
加
え
、ひ
と
り
親
世
帯

以
外
の
低
所
得
世
帯
に
も
拡
大

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、支
給
額
も
前
回
の
１

世
帯
５
万
円
、第
２
子
以
降
１

人
に
つ
き
３
万
円
加
算
か
ら
児

童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

Ｑ
　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
給
付
事
業
を
承
認

給
付
金
給
付
事
業
を
承
認

　
第
1
回
臨
時
会
で
は
、「
一
般
会
計
補
正
予
算（
専
決
処
分
）」な
ど
、６
議
案
が

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、議
長
を
除
く
21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、総
員
で
原

案
の
と
お
り
承
認
、同
意
し
ま
し
た
。ま
た
、議
長
、副
議
長
、常
任
委
員
な
ど
を
新

た
に
選
出
し
ま
し
た
。

議
長
・
副
議
長

　
　就
任
あ
い
さ
つ 土方隆司副議長・太田博希議長

　
こ
の
た
び
議
員
各
位
の
ご
推

挙
を
賜
り
、議
長
・
副
議
長
の
大

任
を
拝
し
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
希
望
の
光

に
な
り
つ
つ
あ
る
昨
今
、市
議
会

で
は
市
と
連
携
し
な
が
ら
接
種

事
業
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

背
景
に
、執
行
機
関
と
の
真
摯
な

議
論
を
重
ね
、政
策
を
提
言
し
、

安
全
安
心
で
活
力
あ
る
狭
山
市

へ
と
導
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
今
後
は
持
続
可
能
な
狭
山
市

を
つ
く
る
た
め
に
、市
の
重
要
な

意
思
決
定
機
関
と
し
て
の
自
覚

を
深
め
、さ
ら
な
る
市
民
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、去
る
６
月
定
例
会
に
お

い
て「
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
特
別
委

員
会
」を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
整
備
な

ど
に
よ
り
組
織
の
危
機
管
理
能

力
を
向
上
さ
せ
、さ
ら
な
る
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
環
境
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、引
き
続
き
市
議
会
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

活
支
援
特
別
給
付
金
で
家
計
が

急
変
し
た
世
帯
の
具
体
的
な
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
は
。

Ａ
　
配
偶
者
と
児
童
が
１
人
い

る
世
帯
の
場
合
、住
民
税
均
等

割
非
課
税
限
度
額
は
、給
与
収

入
で
１
８
７
万
９
千
円
で
あ
る
。

任
意
の
収
入
月
額
が
15
万
円
で

あ
る
場
合
、12
を
乗
じ
た
年
額

は
１
８
０
万
円
と
な
り
、限
度

額
未
満
と
な
る
た
め
支
給
対
象

と
な
る
。
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◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

個
人
市
民
税
控
除
に
つ
い
て

国
外
居
住
親
族
の
取
扱
い
な

ど
を
見
直
す
も
の

Ｑ
　
国
外
居
住
親
族
を
控
除
対

象
扶
養
親
族
と
す
る
場
合
の
手

続
の
変
更
点
は
。

Ａ
　
現
行
の
手
続
で
必
要
と
さ

れ
る
親
族
関
係
書
類
及
び
送
金

関
係
書
類
に
加
え
て
、国
外
居

住
親
族
が
留
学
の
場
合
は
留
学

ビ
ザ
の
コ
ピ
ー
、国
外
居
住
親

族
が
障
害
者
の
場
合
は
、外
国

政
府
な
ど
が
発
行
す
る
障
害
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

な
ど
の
添
付
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
想
定
し
て
い
る
。

◆ 

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正

法
令
の
改
正
に
伴
い
、支
援

事
業
の
安
定
性
と
持
続
性
を

確
保
す
る
た
め
基
準
を
改
め

る
も
の

Ｑ
　
改
正
の
趣
旨
と
期
待
さ
れ

る
効
果
は
。

Ａ
　
感
染
症
や
災
害
へ
の
対
応

力
強
化
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
推
進
、自
立
支
援
・
重
度

化
防
止
の
取
組
の
推
進
、介
護

人
材
の
確
保
、介
護
現
場
の
革

新
及
び
制
度
の
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
が
改
正
の
趣
旨

で
あ
る
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ

め
と
す
る
感
染
症
や
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
発
生
時
の
業
務
継

続
計
画
に
基
づ
く
対
応
力
の
強

化
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強

化
に
よ
る
職
場
環
境
の
改
善
及

び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
電
磁
的
記
録
の
活

用
に
よ
る
介
護
現
場
の
業
務
負

担
の
軽
減
な
ど
に
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
。

６月定例会
６月４日～６月２２日

主
な
議
案
審
議

ワクチン接種のようすワクチン接種のようす

　第
２
回
定
例
会
で
は
、「
一
般
会
計
補
正
予
算
」な
ど
、15
議
案
が
市
長

か
ら
提
出
さ
れ
、ま
た
、請
願
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く

21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、市
長
提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可

決
し
、請
願
は
趣
旨
採
択
し
ま
し
た
。

◆ 

土
地
開
発
基
金
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

公
共
用
地
な
ど
を
先
行
取
得

す
る
意
義
が
薄
れ
て
き
た
た

め
条
例
を
廃
止
す
る
も
の

Ｑ
　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
こ
こ

で
廃
止
す
る
理
由
は
。

Ａ
　
基
金
を
活
用
し
て
取
得
し

た
土
地
の
面
積
は
約
５
万
７
千

平
方
メ
ー
ト
ル
、金
額
は
18
億

５
千
万
円
で
あ
る
。

　
地
価
の
右
肩
上
が
り
の
上
昇

が
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
転
機

に
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、こ

の
土
地
開
発
基
金
を
使
用
し
先

行
取
得
す
る
こ
と
の
役
目
を
終

え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

Ｑ
　
条
例
廃
止
後
、土
地
の
先
行

取
得
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

Ａ
　
歳
入
歳
出
予
算
に
そ
の
都

度
計
上
し
、取
得
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化
を
推
進

ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
強
化
を
推
進


